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研究成果の概要（和文）：社会的な課題が個人的な問題として集約的に表れている問題の中で、制度的な枠組み
によっては解決が困難なケースを「困難事例」と理解し、「困難事例」に向き合うためには、個人のエンパワメ
ントにとどまらず、コミュニティエンパワメントが不可欠である点について理解を深めた。その上で、さまざま
なコミュニティにおけるそれぞれの困難な状況と、それをコミュニティエンパワメントを通して軽減していく方
法について検討した。さらに、社会関係資本とキーコンピーテンシーを原理としたコミュニティエンパワメン
ト、困難事例が蓄積している多様なコミュニティの状況分析を２本柱として、総合的な考察を行った。

研究成果の概要（英文）：1.The relations among the concepts of 'difficult cases', 'social capital' 
and 'key competency' were discussed and clarified. 2.With understing that community empowerment as 
well as individual empowerment is essential to the 'difficult cases' which are not solved by 
institutional support, the conditions of community empowerment were clarified in relation with 
social capital. 3.Community empowerment of specific 'difficult cases' was discussed. Specific cases 
were found in the field of dizaster stricken areaa, disability communities, communities in poverty 
in developing countries, learning communities in schools, distinguishing rural communities, child 
care communities and so on. 4. the methodology of community empowerment which makes the community 
produce social capital and key competency wass discussed and the effect of community empowerment was
 verified.

研究分野： インクルーシヴ社会支援論

キーワード： インフォーマルな相互支援　コミュニティエンパワメント　社会関係　能力　貧困　ボランティア　障
害　社会教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
社会福祉をはじめ政治、経済、教育など、

さまざまな分野で社会的排除が大きな問題
となっている。社会的排除とは、複合的な要
因によって政治的・経済的・文化的・社会関
係的貧困に陥り、さらに必要な支援も欠如す
ることで社会への参加が制約された状態の
ことをいう。これを克服するために、インク
ルージョンが社会政策上の国際的キーワー
ドとなってきている。 
 私たちはこれまで、インクルーシヴな社会
を実現するための方策について実践的に研
究を重ねてきた。その過程で、社会的排除の
典型である「困難事例」に遭遇し、その対応
に苦慮してきた。現象する問題の複雑性や問
題の原因の複雑性、制度の枠組みでは十分な
対応ができない性質、社会関係の希薄さとい
った「困難事例」の特徴から、「困難事例」
こそが社会的排除の典型と考え、社会がいか
に「困難事例」に向き合うかということが、
インクルーシヴな社会の実現にとって重要
な位置づけをもっていると考えるに至った。 
 「困難事例」は社会福祉の領域で問題とさ
れ、さかんに政策課題としても取り上げられ
るようになってきている。「困難事例」とは、
問題を抱えながら社会生活を営んでいた個
人が、社会にある通常の相互作用から排除さ
れ、それと同時に専門分化したサービスの対
象とされたが、そうしたサービスによっては
うまく救済されない事例であると捉える。 
 「困難事例」に関して既に、主にケアマネ
ージメントを対象とした実態調査が行われ
ており、またケアマネージャーの実践に役立
つ形でのマニュアルの作成などもなされて
いる。自立支援協議会や地域包括支援センタ
ーも、「困難事例」をターゲットの一つとし
て想定しているため、今後も事例検討がなさ
れていくことが予測される。 
 本研究は、「困難事例」に向き合う実践方
法の開発にあたり、「社会関係資本」および
「キーコンピーテンシー」をキーワードとす
る。「社会関係資本」は、信頼関係や協力的
な態度、相互作用、公共的な意味空間へと
人々を動員する規範を伴う社会的ネットワ
ークのことをいう。社会的排除の問題と社会
関係資本との間にある相関関係は、近年強く
認識されるようになってきている。また、「キ
ーコンピーテンシー」は、OECD によって提
起された概念であるが、単なる知識、技能だ
けでなく、態度を含むさまざまなリソースを
活用して、現実の中で直面する複雑な課題に
対応することができる力とされる。 
 「社会関係資本」「キーコンピーテンシー」
が、ともに「困難事例」の当事者のみに求め
られる能力に還元されるのであれば、新たな
社会的排除を生み出すだけに終わりかねな
い。能力の有無が「困難事例」からの脱出の
可否を決定する要因とされてしまうからで
ある。「社会関係資本」は、人々の関係性を
問題にするので、その関係性を成り立たせて

いる社会環境や場の構造に着目しなければ
ならない。「キーコンピーテンシー」はより
個人の能力に着目した概念であるが、複雑な
課題に対応する際の他者との協力は排除さ
れない。つまり、他者との競争を生み出す個
人の能力が問題にされているのではなく、集
団の能力の総和と個人の能力が十分に発揮
することのできる関係性や環境が問題にさ
れていると考えることができる。 
 したがって、「社会関係資本」「キーコンピ
ーテンシー」を媒介にして「困難事例」に介
入するというのは、「困難事例」の当事者だ
けへの介入を意味するのではなく、「困難事
例」を成り立たせ、あるいは放置している社
会関係や社会環境への介入を意味するので
ある。本来であれば人間の集まりに自然に生
起するはずの課題解決能力を回復するため
の介入といってもよい。 
コミュニティ内で「社会関係資本」と「キ

ーコンピーテンシー」が自己生成できる状態
が生まれれば、二つの機能が協働して「困難
事例」を自己解決できるコミュニティが形成
されるのではないか、という仮説がある。し
たがって本研究の主要な問いは、①「困難事
例」を自己解決できるコミュニティ形成に、
「社会関係資本」「キーコンピーテンシー」
はどれほど有用か、②コミュニティは「社会
関係資本」「キーコンピーテンシー」をどの
ように自己生成できるか、という２点に整理
できる。 

 
２．研究の目的 
本研究では、研究期間内に次の成果を挙げ

ることをめざす。①「困難事例」の本質の究
明。②コミュニティが「社会関係資本」「キ
ーコンピーテンシー」を自己生成する方法の
開発。③「社会関係資本」「キーコンピーテ
ンシー」の増大と「困難事例」の減少との相
関の検証。 
 
３．研究の方法 
第一に、「困難事例」の本質を解明するた

めのエピソード分析、参与観察、質問紙およ
びインタビューによる調査を実施する。エピ
ソード分析は、これまで私たちが蓄積してき
たデータの分析を中心に行い、また質問紙お
よびインタビュー調査としては主に神戸市
内の障害者地域生活支援センターおよび地
域包括支援センター職員を対象に行う。 
第二に、コミュニティが「社会関係資本」

「キーコンピーテンシー」を自己生成するた
めの方法の開発を行う。この開発にあたって
は、すでに私たちが行ってきた「都市型中間
施設」の実践的研究の成果を引き継ぐことが
できる。その足場のひとつに、私たちが企
画・運営している「のびやかスペースあーち」
がある。この施設の概要は次頁の通りである。
なお「都市型中間施設」とは、過度に機能分
化し硬直化した制度やシステムの変革を課
題とし、また制度、システムによって操作、



支配され、孤立化される人間の解放を課題と
する場であり、そのために、分化した機能を
乗り越えた実践をつくりだすとともに、当事
者性の異なる人たちの間でのコミュニケー
ションを活性化し、さまざまな問題を日常の
文脈に留め置くことができるための配慮が
なされた場をいう。 
第三に、「困難事例」「社会関係資本」「キ

ーコンピーテンシー」等の概念や実態につい
ての定例研究会における集中的な議論や文
献研究、本研究の効果検証の方法の検討およ
び決定を行う。また、国際比較研究実施の足
場を固めるため海外の研究機関、研究者との
交流機会をもち、研究目的等の相互理解を深
める。 
 

４．研究成果 
 まず、困難事例、社会関係資本、キーコン
ピーテンシーといった主要概念の整理を行
い、総合的な観点から課題状況を把握した。 
 社会的な課題が個人的な問題として集約
的に表れている問題（特に社会的排除の問
題）の中で、制度的な枠組みによっては解決
が困難なケースを「困難事例」と理解し、「困
難事例」に向き合うためには、個人のエンパ
ワメントにとどまらず、コミュニティエンパ
ワメントが不可欠である点について理解を
深めた。また、そのコミュニティエンパワメ
ントがどのような形で、どのような過程の中
で可能になるのかというテーマの重要性を
指摘し、社会関係資本とコミュニティエンパ
ワメントとの関係を追究した。 
 また、研究代表者、研究分担者個々人が責
任をもってかかわっているそれぞれのコミ
ュニティ（震災被災地、障害者コミュニティ、
地域コミュニティ、発展途上国の貧困コミュ
ニティ、学校の学習コミュニティ、過疎地の
農村コミュニティ、子育てコミュニティ）に
おけるそれぞれの困難な状況と、それをコミ
ュニティエンパワメントを通して軽減して
いく方法について検討し、各論を構成した。 
 さらに、社会関係資本とキーコンピーテン
シーを原理としたコミュニティエンパワメ
ント、困難事例が蓄積している多様なコミュ
ニティの状況分析を２本柱として、総合的な
考察を行った。社会関係資本とキーコンピー
テンシーが自己生成されるコミュニティエ
ンパワメントの方法についての総合的な検
討であるとともに、「社会関係資本」「キーコ
ンピーテンシー」の増大と「困難事例」の減
少との相関の検討したものである。 
 こうした意図して出された研究成果の他
に、共同研究が生起する関係、継続的な研究
を通して今後にもつながる関係の発展を結
果した海外の研究機関がある。中でも特に韓
国ナザレ大学（韓国）、サンベーダ大学(フィ
リピン)、シラキュース大学（米国）との関
係の発展は特筆しておきたい。 
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